
出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」後期基本計画及び 

出雲市デジタル田園都市構想総合戦略の策定について 

両計画について、パブリックコメントを実施するとともに、令和７年２月３日開催の出

雲市総合計画評価検討委員会及び出雲市デジタル田園都市構想総合戦略推進会議（以下、

「検討委員会等」という。）の審議を経て、策定しましたので報告します。 

１ パブリックコメントについて 

⑴ 募集期間

令和６年１２月２０日（金）から令和７年１月２０日（月）までの３２日間 

⑵ 実施結果

提出者１名 意見数６件 

別紙１のとおり 

２ パブリックコメント、検討委員会等及び市議会の意見を踏まえた修正内容 

別紙２のとおり 

３ 出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」後期基本計画及び出雲市デジタル田園都市

構想総合戦略 

別冊のとおり 

全 員 協 議 会 資 料 

令和７年 ( 2 0 2 5 )３月１７日 

総 合 政 策 部 政 策 企 画 課 

報告 政１ 
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出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」後期基本計画（案）及び出雲市デジタ

ル田園都市構想総合戦略（案）パブリックコメントの結果と市の考え方 
 

１．パブリックコメント実施期間：令和６年１２月２０日（金）～令和７年１月２０日（月） 

２．パブリックコメント実施結果： 

  ①提出者数・意見数：提出者数１名（意見６件） 

  ②計画に反映した意見数：１件 

 

【後期基本計画（案）に対する意見と市の考え方】 

番号 項目 意見内容 市の考え方 

１ ５．前期基本計画

の成果と課題 

１．まちづくりの

施策（取組）ごと

の成果と課題 

⑴【チャレンジ目

標１】ともに創る 

①海・山・大地の

恵みを生かす 

 (５ページ) 

＜課題＞第一次産業の担い手

の高齢化と後継者不足が課題

について 

課題というよりも、これまで

の第一次産業政策が適切でな

かった結果であり、当然の帰

結といえます。 

第一次産業の後継者、担い手の確保

は課題であり、一次産業を持続可能

なものとするためには、担い手が働

きやすい環境の整備と担い手に対

する支援が必要であると考えてい

ます。 

担い手の確保や育成については、国

や県の施策を活用した人材の掘り

起こしや就業支援、資機材購入に対

する支援等を行うほか、市独自の補

助事業により、新規就業者等を支援

していきます。 

今後も国や県と連携し、担い手の確

保と育成に努め、第一次産業の振興

を図る取組を推進していきます。 

２ ５．前期基本計画

の成果と課題 

１．まちづくりの

施策（取組）ごと

の成果と課題 

⑴【チャレンジ目

標１】ともに創る 

③地場企業が地

域を支える 

(６ページ) 

＜課題＞のところで、「事業廃

止による企業の減少は、地域

経済にとって大きな損失とな

ります。そのため、新規創業

者の増加に向け取り組む必要

があります」とあります。 

しかしながら、企業減少の要

因は、特に小売・卸売業につ

いては、全国大手小売業の相

次ぐ本市進出により、地場の

中小小売・卸売業の事業機会

が極めて小さくなってしまっ

た結果です。地場の中小企業

では対抗できず共存も無理で

す。中小小売・卸売業につい

ては新規創業は極めて困難。

自己破産を増やすばかりであ

り無責任です。 

地場の中小企業には大手企業とは

異なる、地域住民のニーズを踏まえ

た、きめ細やかな特色ある事業が期

待でき、住民にとっても選択肢が広

がります。また、製造業、小売業、

飲食業など様々な業種が新たに開

業しています。中小企業の活躍や新

規創業は地域の活力になると考え

ており、引き続き、商工団体等と協

力し、事業継続や創業を希望する方

への支援を行っていきます。 

別紙１ 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

３ ５．前期基本計画

の成果と課題 

１．まちづくりの

施策（取組）ごと

の成果と課題 

⑵【チャレンジ目

標２】ともに守る 

②未来に向けた

脱炭素社会のチ

ャレンジ 

(８ページ) 

②未来に向けた脱炭素社会へ

のチャレンジについて 

CO2 排出量４６％削減に向け

た課題が述べられていませ

ん。 

②「未来に向けた脱炭素社会のチャ

レンジ」の課題を、以下の文章に変

更します。 

「家庭や事業所において、脱炭素社

会に向けた意識啓発と設備導入な

ど様々な取組を行っていく必要が

あります。具体的には、省エネルギ

ー設備、再生可能エネルギー設備の

導入促進やごみ減量化の取組など

を更に推進していく必要がありま

す。」 

４ ５．前期基本計画

の成果と課題 

１．まちづくりの

施策（取組）ごと

の成果と課題 

⑷【チャレンジ目

標４】ともに支える 

〔チャレンジ目

標〕合計特殊出生

率２.１ 

(１１ページ) 

「令和５年度の合計特殊出生

率は１．５１となりました。

本市は国・県より高い数値で

推移していますが、出生数は

減少傾向です」とあります。

合計特殊出生率よりも出生数

の方が重要です。 

出生数を目標とすべきです。

若い女性が市外に出るため出

生数が減少します。若い女性

の市外流出を止めなければ出

生数の減少は止められませ

ん。 

出雲市総合振興計画では２０３０

年の人口１７万人キープを大きな

目標としています。人口維持のため

には、ご指摘のとおり出生数の維持

と、社会増が重要だと考えていま

す。そのためには、後期基本計画に

掲げる諸施策を総合的かつ着実に

推進していく必要があると考えて

います。 

一般的に他の要因を考慮しない場

合、長期的な人口を維持するために

は、合計特殊出生率２．０７以上と

言われており、出雲市総合振興計画

においては、合計特殊出生率２．１

をチャレンジ目標にしています。 

なお、出雲市デジタル田園都市構想

総合戦略においては、５年間で出生

数８０００人を基本目標の一つと

しています。 

総合振興計画と総合戦略に掲げる

KPI（重要業績評価指数）を総合的

に取り組んでいくことで、出生数の

増加や若者の定住につながると考

えています。 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

５ ５．前期基本計画

の成果と課題 

１．まちづくりの

施策（取組）ごと

の成果と課題 

⑷【チャレンジ目

標４】ともに支える 

⑧出雲のインフ

ラを整え「安心」

を支える 

(１４ページ) 

橋、トンネル、上下水道など

のインフラ整備（耐震化も含

む）は、老朽化に伴い安全性

に問題があるところが相当に

あると思います。大きな危険

性を抱えています。 

道路施設の老朽化については、橋梁

の崩落など人命や社会システムに

関わる重大な事態を招く可能性が

あります。そこで、定期的に点検を

行うことにより施設の健全性を診

断しています。この診断をもとに適

時適切な補修・補強を行い、施設の

安全性を確保するとともに長寿命

化に取り組んでいます。また、道路

パトロールによる日々の点検も行

いながら、通行の安全確保を図って

いきます。 

上下水道施設においては、老朽化し

た施設の計画的な更新を行っていま

す。また、日常の点検や漏水調査に

より異常があった場合は、速やかに

修繕を行っています。

今後も道路施設や上下水道施設の安

全性の確保に努めていきます。 

６ ５．前期基本計画

の成果と課題 

１．まちづくりの

施策（取組）ごと

の成果と課題 

⑸【チャレンジ目

標５】ともに育む 

①家庭・地域・学

校で育む出雲の

教育を 

(１５ページ) 

＜課題＞に不登校の要因につ

いての記述がありますが、あ

る民間機関が児童生徒にアン

ケート調査をしたところ、不

登校の一番の原因は「担任」

であるとの結果が出ていま

す。多面的な取組もいいです

が、担任の教員が児童生徒に

どう接しているかを把握・検

討する必要があります。 

本市では、教職員が児童生徒に寄り

添い、不登校の未然防止、不登校児

童生徒の居場所や学習機会の確保、

本人・保護者に対する相談体制の充

実に取り組んでいます。 

民間機関によるアンケート調査等

では、不登校の要因が、必ずしも学

校の認識と一致していないことが

指摘されています。学校では、独自

アンケートの実施や、管理職や教育

委員会の指導主事等が必要に応じ、

担任・教職員の指導・支援を行って

います。 

引き続き、学校及び教育委員会が連

携し、不登校の未然防止、不登校対

策に取り組んでまいります。 
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パブリックコメント、検討委員会等及び市議会の意見を踏まえた修正内容 

１ 出雲市総合振興計画後期基本計画 

番号 ページ 内容 修正後 修正前 修正理由 

１ ５ ５.前期基本計画

の成果と課題

チャレンジ目標⑴

「８年間達成率」、

「２年間達成率」の

注記を追加 

実績値 

（８年間達成率） 

※１ 「チャレンジ目標 

（R4～R11）」に対する

「実績値（R4～R5）」の

割合 

（２年間達成率） 

※２ R4～R5の2年間で

達成すべき目標に対する

「実績値（R4～R5）」の

割合 

実績値 

（８年間達成率） 

（新設） 

（２年間達成率） 

（新設） 

出雲市総合計画評価

検討会議での意見 

「８年間達成率」、

「２年間達成率」の

説明が必要という意

見があったため追記 

２ ８ ５.前期基本計画

の成果と課題

チャレンジ目標⑶

「８年間達成率」、

「２年間達成率」の

注記を追加 

実績値 

（８年間達成率） 

※１ 「チャレンジ目標 

（R4～R11）」に対する

「実績値（R4～R5）」の

割合 

（２年間達成率） 

※２ R4～R5の2年間で

達成すべき目標に対する

「実績値（R4～R5）」の

割合 

実績値 

（８年間達成率） 

（新設） 

（２年間達成率） 

（新設） 

出雲市総合計画評価

検討会議での意見 

「８年間達成率」、

「２年間達成率」の

説明が必要という意

見があったため追記 

３ ８ ５.前期基本計画

の成果と課題

チャレンジ目標⑶ 

②未来に向けた脱

炭素社会へのチャ

レンジ

＜課題＞の記載を

修正 

・課題

家庭や事業所において、

脱炭素社会に向けた意識

啓発と設備導入など様々

な取組を行っていく必要

があります。具体的に

は、省エネルギー設備、

再生可能エネルギー設備

の導入促進やごみ減量化

の取組などを更に推進し

ていく必要があります。 

・課題

食品ロスや資源物（古

紙・古着等）リサイクル

などの取組を重点的に進

めることが課題です。 

このため、引き続き、市

民及び事業者に対しごみ

の減量・再資源化の啓発

を推進する必要がありま

す。 

パブリックコメント 

ＣＯ２削減に向けた

課題を追記 

４ １１ ５.前期基本計画

の成果と課題

チャレンジ目標⑷

「８年後達成率」、

「２年目達成率」の

注記を追加 

実績値 

（８年後達成率） 

※１ 「チャレンジ目標

（R11）」に対する「実績

値（R5）」の割合 

（２年間達成率） 

※２ 2年目で達成すべ

き目標に対する「実績値 

（R5）」の割合 

実績値 

（８年後達成率） 

（新設） 

 

（２年間達成率） 

（新設） 

出雲市総合計画評価

検討会議での意見 

「８年間達成率」、

「２年間達成率」の

説明が必要という意

見があったため追記 

別紙２ 
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番号 ページ 内容 修正後 修正前 修正理由 

５ １３ ５.前期基本計画

の成果と課題 

チャレンジ目標⑷ 

⑥地域特性を生か

して安全な医療を 

 

＜課題＞の記載を

修正 

・課題 

今後増加する在宅医療ニ

ーズに適切に対応し、特

に中山間地域等の条件不

利地域における療養生活

の継続が可能となるよ

う、引き続き効率的な医

療提供体制の確保に努め

る必要があります。 

総合医療センターにおい

ては、人間ドック等の受

入数拡大、効果的な広報

活動、ＡＩ内視鏡の導

入等により、受検者の増

加を図る必要がありま

す。 

・課題 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

総合医療センターにおい

ては、人間ドック等の受

入数拡大、効果的な広報

活動、ＡＩ内視鏡の導入

等により、受検者の増加

を図る必要があります。 

担当課による再確認 

 

内容を一部追記 

６ １６ ５.前期基本計画

の成果と課題 

チャレンジ目標⑹ 

 

「８年間達成率」、

「２年間達成率」の

注記を追加 

実績値 

（８年間達成率） 

※１ 「チャレンジ目標 

（R4～R11）」に対する

「実績値（R4～R5）」の

割合 

（２年間達成率） 

※２ R4～R5の2年間で達

成すべき目標に対する

「実績値（R4～5）」の

割合 

実績値 

（８年間達成率） 

（新設） 

 

 

 

（２年間達成率） 

（新設） 

出雲市総合計画評検

討会議での意見 

 

「８年間達成率」、

「２年間達成率」の

説明が必要という意

見があったため追記 

７ １８ Ⅱ 総括 

～後期基本計画の

策定に向けて～ 

 

総括の記載を修正 

（略） 

後期基本計画の策定に向

けては、前期基本計画の

課題や令和６年度末から

導入する出雲市版デジタ

ル地域通貨の活用などデ

ジタルツールの活用を盛

り込んだ新たな視点で施

策を検討します。 

（略） 

後期基本計画の策定に向

けては、前期基本計画の

課題やデジタル化など新

たな視点を踏まえた施策

を検討します。 

出雲市総合計画評価

検討会議の意見 

 

「デジタル地域通貨

の活用を各事業に盛

り込むべき」という

意見があったため追

記 

８ 157 「８４ ともにデ

ジタルファース

ト」のＫＰＩ等を

修正 

・KPI 

「スマートフォンの操作

方法等を教え合う組織が

ある地区数（累計）」 

R5現状値 1 

R7 2（伸び）1 

R8 3（伸び）1 

R9 4（伸び）1 

R10 5（伸び）1 

R11 6（伸び）1 

・デジタルの施策に係る

ロードマップ 

「スマホ教室の開催」 

「地域で支援する仕組み

づくり」 

・KPI 

「スマートフォンの操作

方法等を教え合う組織が

ある地区数（累計）」   

R5現状値 0 

R7 1（伸び） 1 

R8 1（伸び） 0 

R9 2（伸び） 1 

R10 2（伸び）0 

R11 3（伸び）1 

・デジタルの施策に係る

ロードマップ 

「情報伝達の仕組みづく

り」 

出雲市総合計画評価

検討会議の意見 

 

「この取組は、既に

取り組んでいる地区

がある。また、この

取組は、更に拡大す

る必要がある。」と

いう意見があり、現

状値を訂正し、目標

値を上方修正 
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２ 出雲市デジタル田園都市構想総合戦略 

番号 ページ 内容 修正後 修正前 修正理由 

１ ９ グラフ「出雲市の

人口の推移」 

令和６年人口を追

加 

出雲市人口 

R6年(2024)  

170,677人 

出雲市人口 

R6年(2024) 

（新設） 

県統計情報の公開に

よる 

２ ９ グラフ「年齢３区

分別の人口の推

移」 

令和６年人口を追

加 

出雲市人口 

R6年(2024) 

年少人口  22,732人 

生産年齢人口 95,603人 

老齢人口 52,342人 

出雲市人口 

R6年(2024) 

（新設） 

（新設） 

（新設） 

県統計情報の公開に

よる 

３ １２ ⑴第２期総合戦略

の検証 

基本目標⑴ 

 

「５年間達成

率」、「４年間達

成率」の注記を追

加 

実績値 

（５年間達成率） 

※１ 「目標数値（R2～

R6）」に対する「実績値

（R2～R5）」の割合 

（４年間達成率） 

※２ R2～R5の４年間で達

成すべき目標に対する

「実績値（R2～R5）」の

割合 

実績値 

（５年間達成率） 

（新設） 

 

 

（４年間達成率） 

（新設） 

出雲市デジタル田園

都市構想総合戦略推

進会議での意見 

 

「５年間達成率」、

「４年間達成率」の

説明が必要という意

見があったため追記 

４ １３ ⑴第２期総合戦略

の検証 

基本目標⑵ 

 

「５年間達成

率」、「４年間達

成率」の注記を追

加 

実績値 

（５年間達成率） 

※１ 「目標数値（R2～ 

R6）」に対する「実績値

（R2～R5）」の割合 

（４年間達成率） 

※２ R2～R5の４年間で達

成すべき目標に対する

「実績値（R2～R5）」の

割合 

実績値 

（５年間達成率） 

（新設） 

 

 

（４年間達成率） 

（新設） 

出雲市デジタル田園

都市構想総合戦略推

進会議での意見 

 

「５年間達成率」、

「４年間達成率」の

説明が必要という意

見があったため追記 

５ １４ ⑴第２期総合戦略

の検証 

基本目標⑶ 

 

「５年間達成

率」、「４年間達

成率」の注記を追

加 

実績値 

（５年間達成率） 

※１ 「目標数値（R2～ 

R6）」に対する「実績値

（R2～R5）」の割合 

（４年間達成率） 

※２ R2～R5の４年間で達

成すべき目標に対する

「実績値（R2～R5）」の

割合 

実績値 

（５年間達成率） 

（新設） 

 

 

（４年間達成率） 

（新設） 

出雲市デジタル田園

都市構想総合戦略推

進会議での意見 

 

「５年間達成率」、

「４年間達成率」の

説明が必要という意

見があったため追記 

６ １４ ⑴第２期総合戦略

の検証 

基本目標⑶ 

 

検証内容を修正 

少子化の主な原因とし

て、未婚化や晩婚化、若

者の結婚及び出産に関す

る考え方の変化、結婚及

び育児に対する不安など

が考えられます。 

少子化の主な原因とし

て、未婚化や晩婚化、若

者の結婚及び出産に関す

る考え方の変化、育児に

対する不安などが考えら

れます。 

１２月議会総務委員

会での意見 
 

少子化の原因の一つ

に「結婚に対する不

安」があるという意

見があったため追記 

７ １９ ⑵数値目標と施策

体系 

「基本目標⑸」の

数値目標を記載 

数値目標⑸ 

中海・宍道湖・大山圏域

人口 

「６０万人の維持」 

数値目標⑸ 

中海・宍道湖・大山圏域

人口 

（新設） 

中海・宍道湖・大山

圏域市長会第３期総

合戦略の策定に伴

い、基本目標が定め

られたため追記 
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